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 私は今年度から人生初の中学数学を担当していま

す。戸惑いの連続ではありますが、明るく前向きな生

徒たちと日々楽しく数学しております。 

 今回は私の数学の授業開き（オリエンテーション）の

内容についてかいつまんで記したいと思います。手前

味噌ではありますがご覧いただければ幸いです。 

*************************************** 

■ 学びのレインボウ 

 オリエンテーションでは授業方針について説明する

のですが、単にシラバスの説明で終わるのではなく、

「なぜ学ぶのか」「どのように学ぶか」「何を学ぶのか」

という Why→How→What という流れを意識して説明し

ています。 

 最初に、下図のような「学びレインボウ」というもの

を生徒に示し、次のように説明します。   

 

本校では中高一貫校用の「体系数学」という教科書

を用いています。そこでは「正負の数」「式の計算」「方

程式」など 10 の単元で構成されています。 

もちろん、それぞれの単元の内容を理解し、問題が

解けるようになることは大切です。しかし、そのこと自

体がゴールではありません。この単元を学ぶことによ

って、「数と式、図、表、グラフを活用し数学的に処理す

る」「論理的に推論し、発展的に考える」「批判的に検

討し体系的に組み立てる」「既習の知識と結びつけ概

念を広げ、深める」「日常生活や社会の問題を数学化

する」というような、数学的に処理する力、発展的に考 

える力が身につくことが目標です。 

 

 

 

 

 でもね。それだけでもないのです。なぜ、学校に来

て教室で学ぶのか。それは「隣の人と対話し、学びあ

うため」でもあるのです。そのような中で、異なる考え

を尊重したり、他者と考えを共有したり、仲間と価値を

創造したり、その上で自ら課題を見つけたり、失敗を恐

れずチャレンジする気持ちを抱いたり。そのような力

をつけるのも数学の授業の大きな役割です。そして、

最終的に、 

①数学的な考えに基づいて表現、発信する 

②大きな展望の中で主体的に行動し、自ら課題を見つ

け、自ら考える 

③集団の中で他者と協力し良い人間関係をつくり、 

価値を創造する 

という、「数学」「自分」「他者」という３つの側面が

互いに関わり合いながら、皆さんの「学び続ける力」

「生きる力」が育っていけばいいなと思います。 

皆さんが授業に持ってくるものは、教科書、ノート、

筆記用具の他に２つ大切なものがあります。それは

「やる気スイッチ」と「前向きな気持ち」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ シートアレンジメント 

 授業における活動の内容によって、教室のレイア

ウトは次のように変化することを説明します。 

① Oフォーメーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

第４号 
 

発行責任者 

副校長 下町壽男 
～学び続ける職員集団のための授業力向上通信～ 

私の授業開きから 

レクチャータイ

プ。教師の説明

や個別の演習

などの活動、動

画の視聴など

のときの形態

です。 
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② Xフォーメーション 

  

 

 

 

 

 

 

 

③ Iフォーメーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ Yフォーメーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ Cフォーメーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ グループ活動のグランドルール 

 グループ学習は教師が過度に介入したり、逆に、生

徒に丸投げすると失敗してしまいます。また、中学生は

特に、コアな友達と一緒のグループになりたいという

気持ちが強いので、ヘタをするとクラス内のヒエラル

キーが助長されたり、いじめの温床となってしまうこ

ともあります。それならグループワークはしない方が

いいですね。 

 そこで、授業開きでは、次のようなスライドを示しな

がらグループ学習のグランドルールを説明します。そ

の中で、グループ活動は、学習定着率の向上だけでな

く、よい人間関係をつくるという意味があることを強

調します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 授業の振り返り 

 授業の最後の 3 分間は振り返りの時間として確保し

ています。私は彼らの振り返りを読み、簡単なコメント

を書いて双方向のやりとりを行います。授業の中では

出てこなかった意見や疑問など、生徒の内なる声に耳

を傾けることで私自身大きな学びを得ています。 

■ 観点別評価 

 下のような図を示して、評価はテストの場面だけで 

はないことを説明しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイランドタイ

プ。グループで

の課題解決や

学びあいの授

業における形

態です。 

ペアワークタイ

プ。授業の振り

返り・既習事項

の確認などで

行う形態です。 

トライアングル

タイプ。三角デ

ィベートやジグ

ソー活動など

を行う形態で

す。 

サークルタイ

プ。みんなでデ

ィスカッションし

たり、真ん中で

プレゼンしたり

するときの形態

です。 


